
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

○

土

地

収

用

法

に

基

づ

く

事

業

の

認

定

監

理

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

○

廃

物

と

認

定

す

る

こ

と

が

困

難

な

放

置

自

動

車

住

宅

課

の

処

分

等

【

公

告

】

○

土

地

改

良

事

業

施

行

認

可

申

請

の

縦

覧

耕

地

課

○

都

市

計

画

の

案

の

作

成

に

関

す

る

公

聴

会

の

開

都

市

計

画

課

催

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

【

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

】

○

水

産

動

植

物

の

採

捕

の

指

示

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

○

〃

〃

○

〃

〃

岡

山

県

公

報

平成２７年８月１８日 第１１７１２号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

倉
敷
市
林
字
中
筋
一
四
三
八
、
字
ゴ
キ
谷
一
四
四
六
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
倉
敷
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。

平成２７年８月１８日　岡山県公報　第１１７１２号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
二
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
二
十
条
の
規
定

。

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
事
業
を
認
定
し
た
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

起
業
者
の
名
称

新
見
市

二

事
業
の
種
類

新
見
市
庁
舎
等
複
合
施
設
建
設
事
業

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

岡
山
県
新
見
市
新
見
字
川
端
地
内

２

使
用
の
部
分

岡
山
県
新
見
市
新
見
字
川
端
及
び
字
定
岡
地
内

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

新
見
市
庁
舎
等
複
合
施
設
建
設
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う

）
は
、
法
第
三
条
第
三

。

十
一
号
に
掲
げ
る
「
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
庁
舎
、
工
場
、
研
究
所
、
試
験
所
そ
の

他
直
接
そ
の
事
務
又
は
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
」
に
該
当
す
る
庁
舎
を
整
備
す
る
事
業
で
あ
る

た
め
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
新
見
市
は
、
本
施
設
を
第
二
次
新
見
市
総
合
振
興
計
画
で
建
設
す

る
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
な
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
事
業
に
要
す
る
経
費
に

つ
い
て
も
財
源
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
の
十
分
な
意
思
と

能
力
を
有
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ

れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
本
庁
舎
外
の
四
カ
所
に
分

(1)
散
し
て
い
た
八
課
を
全
て
集
約
す
る
施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、
北
側
の
市
役
所
本
庁
舎

と
一
体
と
な
っ
た
業
務
が
可
能
と
な
り
、
市
民
の
利
便
性
向
上
と
業
務
の
効
率
化
に
相
当
の
寄

与
が
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
本
件
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
①
市
役
所
本
庁
舎
の
周
辺
地
域
で
あ
る
こ
と
、
②
国

平成２７年８月１８日　岡山県公報　第１１７１２号



道
や
主
要
地
方
道
に
近
く
交
通
の
利
便
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
、
③
用
地
取
得
及
び
使
用
が
容

易
で
実
現
性
が
高
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
複
数
の
候
補
地
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
最

適
と
な
る
案
を
採
用
し
て
い
る
。

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
に
つ
い
て
は

本
件
事
業
が
環
境
影
響
評
価
法

平

、

（

(2)
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
等
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
の
対
象
事
業
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
並

び
に
起
業
地
及
び
起
業
地
周
辺
の
土
地
利
用
状
況
か
ら
保
護
の
た
め
特
別
の
処
置
を
講
ず
べ
き

動
植
物
、
文
化
財
等
が
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利

益
は
軽
微
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
述
べ
た
得
ら
れ
る
利
益
と

で
述
べ
た
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、
本

(3)

(1)

(2)

件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
本
件
事
業
は
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民
か
ら
そ
の
実
現
に
対
す
る
要
望
が
強
い
こ
と
か
ら
、
早
急
に
施

行
さ
れ
る
べ
き
事
業
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
全
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に

供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
の
範
囲
に
つ
い
て
も
合
理
的

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す

る
と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

１
か
ら
４
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と

判
断
さ
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の

で
あ
る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

新
見
市
役
所
総
務
課

平成２７年８月１８日　岡山県公報　第１１７１２号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

北
房
川
上
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

真
庭
郡
新
庄
村
字
備
中
谷
四
九
四
番
七
地
先
か

新

六
〇
・
八

ら

四
・
八
～

真
庭
郡
新
庄
村
字
備
中
谷
四
九
四
番
一
地
先
ま

一
〇
・
〇

で真
庭
郡
新
庄
村
字
備
中
谷
四
九
四
番
七
地
先
か

旧

六
〇
・
八

ら

四
・
〇
～

真
庭
郡
新
庄
村
字
備
中
谷
四
九
四
番
一
地
先
ま

九
・
〇

で
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

北
房
川
上
線

真
庭
郡
新
庄
村
字
備
中
谷
四
九
四
番
七
地
先
か
ら

平
成
二
十
七

真
庭
郡
新
庄
村
字
備
中
谷
四
九
四
番
一
地
先
ま
で

年
八
月
十
八

日
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
五
号

岡
山
県
快
適
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
岡
山
県
条
例
第
七
十
四
号
。
以
下
「
条

例
」
と
い
う

）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
廃
物
と
認
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
放
置
自
動
車

。

に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

放
置
自
動
車
の
種
類
、
名
称
、
形
状
、
数
量
及
び
自
動
車
登
録
番
号

種

類

及

び

名

称

形
状
及
び
数
量

自

動

車

登

録

番

号

軽
貨
物
自
動
車

ダ
イ
ハ
ツ

ア
ト
レ
ー

バ
ン

一
台

岡
山
四
八
〇
い
四
一
七
四

二

条
例
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
行
っ
た
日

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
九
日

三

放
置
自
動
車
が
放
置
さ
れ
て
い
る
場
所

和
気
郡
和
気
町
泉
二
五
〇
番
地
（
県
営
泉
団
地
内
）

四

こ
の
告
示
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
た
場
合
は
、
一
に
掲
げ
る
放
置
自
動
車
を

処
分
す
る
。

五

担
当
の
組
織
の
名
称
及
び
連
絡
先

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
住
宅
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

電
話
番
号

〇
八
六

二
二
六

七
五
二
六

－
－
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〔
三
三
五
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
新
規
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
申
請
を
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
岡
山
県
備
前
県
民
局
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
者

高
崎
土
地
改
良
区

二

地
区
名

六
間
丘
３
番
川
（
小
規
模
土
地
改
良
（
か
ん
が
い
排
水
）
事
業
）

三

縦
覧
に
供
す
る
書
類

土
地
改
良
区
定
款

事
業
計
画
書

四

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
七
年
八
月
十
八
日
か
ら
同
年
九
月
八
日
ま
で

五

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
備
前
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
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〔
三
三
六
〕
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
つ
い
て
、
公
聴
会
を
開
催
す
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
八
日

岡
山
県

代
表
者

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

日
時

平
成
二
十
七
年
十
月
八
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

二

場
所

倉
敷
市
西
中
新
田
六
四
〇

倉
敷
市
役
所
本
庁
五
階
五
〇
二
会
議
室

三

意
見
書
の
提
出

１

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
意
見
書
（
別
紙
様
式
）
を
平
成
二
十
七
年

九
月
四
日
か
ら
同
月
十
八
日
ま
で
の
期
間
内
に
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
（
提
出
先
は
、
岡
山
県
土

木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
又
は
倉
敷
市
建
設
局
都
市
計
画
部
都
市
計
画
課
）
。

２

意
見
書
を
提
出
し
た
者
は
、
公
聴
会
に
出
席
し
、
提
出
し
た
意
見
書
の
内
容
に
よ
り
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
意
見
書
を
提
出
し
た
者
が
多
数
の
場
合
は
、
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
者
の
数
又
は
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
。

四

都
市
計
画
の
案
の
概
要

倉
敷
市
に
係
る
岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
区
域
の
区
域
区
分
及
び
臨
港
地
区
の
変
更
。
な
お
、
詳

細
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
図
書
を
平
成
二
十
七
年
九
月
四
日
か
ら
同
月
十
八
日

ま
で
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
及
び
倉
敷
市
建
設
局
都
市
計
画
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

五

公
聴
会
の
開
催
の
中
止

三
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
公
聴
会
を
中
止
す
る
。
そ
の
際
は
、
県
公
報
に

登
載
す
る
と
と
も
に
、
一
に
掲
げ
る
日
の
七
日
前
ま
で
に
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
6
7
/

）
に
お
い
て
も
公
表
す
る
。

六

問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
計
画
班
（
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

電
話
〇

八
六－

二
二
六－

七
四
九
二
）
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別紙様式（その１）

意見書

平成27年８月18日付けの岡山県公報で公告された岡山県南広域都市計画区域

の区域区分の変更に関する都市計画の案に対し，次のとおり意見を述べたいの

で申し出ます。

平成 年 月 日

岡山県知事 殿

申出者

住 所

（電話）

氏 名

職 業

意見の要旨及び理由（別紙）

意見を述べるために要する時間 約 分

（注 「意見の要旨及び理由」の記載要領）

１ 800字程度にまとめること。

２ 楷書で明瞭に記載すること。
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（その２）

意見書

平成27年８月18日付けの岡山県公報で公告された岡山県南広域都市計画区域

の臨港地区の変更に関する都市計画の案に対し，次のとおり意見を述べたいの

で申し出ます。

平成 年 月 日

岡山県知事 殿

申出者

住 所

（電話）

氏 名

職 業

意見の要旨及び理由（別紙）

意見を述べるために要する時間 約 分

（注 「意見の要旨及び理由」の記載要領）

１ 800字程度にまとめること。

２ 楷書で明瞭に記載すること。

平成２７年８月１８日　岡山県公報　第１１７１２号



〔
三
三
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

赤
磐
市
西
中
字
東
か
む
や
畑
一
一
九
一

二
、
一
一
九
四

二
、
一
一
九
四

六

－
－

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

赤
磐
市
高
屋
三
九
〇

二
階

友
一

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
八
一
号
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〔
三
三
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

浅
口
市
金
光
町
下
竹
三
六
三

二
、
三
六
四

一
、
三
六
五

一

－
－

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

浅
口
市
金
光
町
占
見
新
田
二
六
六
一

一

－

鍋
谷
栄
一
郎

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
一
九
号
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◎
岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
平
成
二
十
七
年
度
第
一
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
笠
岡
地

区
海
洋
牧
場
海
域
の
水
産
動
植
物
の
繁
殖
保
護
を
図
る
た
め
、
水
産
動
植
物
の
採
捕
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
指
示
す
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
八
日

岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

奥

野

雄

二

一

笠
岡
地
区
海
洋
牧
場
海
域

次
に
掲
げ
る
点
ア
、
点
イ
及
び
点
ウ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
二
直
線
、
点
エ
、
点
オ
及
び
点
カ
の

各
点
を
順
次
結
ん
だ
二
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
ア

笠
岡
市
白
石
島
北
東
端

点
イ

笠
岡
市
高
島
字
上
浦
四
五
一
〇
番
バ
ベ
の
木
鼻
突
端
に
知
事
が
建
設
し
た
標
柱
の
位
置

点
ウ

笠
岡
市
高
島
字
小
高
島
五
三
四
二
番
小
高
島
東
端
に
知
事
が
建
設
し
た
標
柱
の
位
置

点
エ

笠
岡
市
高
島
字
小
高
島
五
三
四
二
番
小
高
島
西
端
に
知
事
が
建
設
し
た
標
柱
の
位
置

点
オ

点
エ
か
ら
真
方
位
二
六
〇
度

八
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
カ

笠
岡
市
白
石
島
小
山
山
頂

二

保
護
区
域

次
に
掲
げ
る
区
域
内
に
お
い
て
は
水
産
動
植
物
を
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。

１

次
に
掲
げ
る
点
キ
及
び
点
ク
を
結
ん
だ
直
線
、
点
ケ
及
び
点
コ
を
結
ん
だ
直
線
と
最
大
高
潮
時

海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
キ

笠
岡
市
白
石
島
影
平
ヨ
コ
ゾ
ワ
突
端
に
設
置
し
た
標
識
の
位
置

点
ク

笠
岡
市
白
石
島
弁
天
島
東
北
端
に
設
置
し
た
標
識
の
位
置

点
ケ

笠
岡
市
白
石
島
弁
天
島
島
頂

点
コ

笠
岡
市
白
石
島
西
之
浦
目
玉
に
設
置
し
た
標
識
の
位
置

２

次
に
掲
げ
る
点
サ
、
点
シ
、
点
ス
、
点
セ
及
び
点
サ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ
て

囲
ま
れ
た
区
域

点
サ

北
緯
三
四
度
二
四
分
三
六
秒
、
東
経
一
三
三
度
三
〇
分
五
〇
秒
の
点

点
シ

点
サ
か
ら
真
方
位
二
三
七
度

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ス

点
シ
か
ら
真
方
位
三
二
七
度

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
セ

点
サ
か
ら
真
方
位
三
二
七
度

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

三

禁
止
す
る
行
為
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１

船
舶
を
使
用
す
る
手
釣
及
び
竿
釣
で
水
産
動
物
の
採
捕
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る

さ
お

行
為
を
す
る
こ
と
。

ア

十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
疑
似
餌
針
を
使
用
す
る
こ
と
。

イ

投

錨

す
る
な
ど
し
て
船
舶
を
固
定
し
て
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
七
月
一
日
か
ら
九
月
三
十

び
よ
う

日
ま
で
の
間
に
お
け
る
午
前
四
時
か
ら
正
午
ま
で
の
間
を
除
く
。

２

小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
の
操
業
を
、
次
に
掲
げ
る
点
ア
及
び
点
ウ
を
結
ん
だ
直
線
、
点
エ
及

び
点
ソ
を
結
ん
だ
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
（
岡
山
県
海
面
漁
業

調
整
規
則
（
昭
和
四
十
年
岡
山
県
規
則
第
四
十
五
号
）
第
四
十
条
に
規
定
す
る
区
域
を
除
く

）
。

に
お
い
て
行
う
こ
と
。

点
ア

笠
岡
市
白
石
島
北
東
端

点
ウ

笠
岡
市
高
島
字
小
高
島
五
三
四
二
番
小
高
島
東
端
に
知
事
が
建
設
し
た
標
柱
の
位
置

点
エ

笠
岡
市
高
島
字
小
高
島
五
三
四
二
番
小
高
島
西
端
に
知
事
が
建
設
し
た
標
柱
の
位
置

点
ソ

笠
岡
市
白
石
島
先
西
に
設
置
し
た
標
識
の
位
置

３

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
水
産
動
物
で
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
大
き
さ
の
も
の
を

採
捕
す
る
こ
と
。

名

称

大

き

さ

め

ば

る

全
長

十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下

か

さ

ご

全
長

十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下

ま

だ

い

全
長

十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下

く

ろ

だ

い

全
長

十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下

き

じ

は

た

全
長

二
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下

四

適
用
除
外

こ
の
指
示
は
、
試
験
研
究
、
教
育
実
習
又
は
増
養
殖
用
の
種
苗
（
種
卵
を
含
む

）
の
供
給
（
自

。

給
を
含
む

（
以
下
「
試
験
研
究
等
」
と
い
う

）
の
た
め
の
水
産
動
植
物
の
採
捕
に
つ
い
て
当
委

。
）

。

員
会
に
届
け
出
た
者
が
行
う
試
験
研
究
等
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

五

指
示
の
有
効
期
間

平
成
二
十
七
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
（
三
年
間
）
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◎
岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
平
成
二
十
七
年
度
第
二
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
種

共
同
漁
業
権
つ
ぼ
網
漁
業
保
護
の
た
め
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
八
日

岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

奥

野

雄

二

一

禁
止
す
る
漁
具
及
び
漁
法

網
漁
具
を
使
用
す
る
一
切
の
漁
業

二

禁
止
区
域

１

倉
敷
市
下
津
井
以
東
の
岡
山
県
海
面
に
お
い
て
は
、
つ
ぼ
網
の
身
網
及
び
道
網
の
周
囲
五
〇
メ

ー
ト
ル
の
区
域

２

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
以
西
の
岡
山
県
海
面
に
お
い
て
は
、
陸
張
り
つ
ぼ
網
の
身
網
及
び
道
網
の
周

囲
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
区
域
並
び
に
沖
張
り
つ
ぼ
網
浮
樽
の
周
囲
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
区
域

た
る

三

適
用
除
外

こ
の
指
示
は
、
試
験
研
究
、
教
育
実
習
又
は
増
養
殖
用
の
種
苗
（
種
卵
を
含
む

）
の
供
給
（
自

。

給
を
含
む

（
以
下
「
試
験
研
究
等
」
と
い
う

）
の
た
め
の
水
産
動
物
の
採
捕
に
つ
い
て
当
委
員

。
）

。

会
に
届
け
出
た
者
が
行
う
試
験
研
究
等
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

四

指
示
の
有
効
期
間

平
成
二
十
七
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
（
三
年
間
）
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◎
岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
平
成
二
十
七
年
度
第
三
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
資
源
保

護
の
た
め
、
水
産
動
物
の
採
捕
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
八
日

岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

奥

野

雄

二

一

禁
止
す
る
水
産
動
物
の
種
類

ま
だ
こ
。
た
だ
し
、
体
重
一
五
〇
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
に
限
る
。

二

禁
止
す
る
漁
法

全
て
の
漁
法

三

禁
止
区
域

岡
山
県
海
面

四

適
用
除
外

こ
の
指
示
は
、
試
験
研
究
、
教
育
実
習
又
は
増
養
殖
用
の
種
苗
（
種
卵
を
含
む

）
の
供
給
（
自

。

給
を
含
む

（
以
下
「
試
験
研
究
等
」
と
い
う

）
の
た
め
の
水
産
動
物
の
採
捕
に
つ
い
て
当
委
員

。
）

。

会
に
届
け
出
た
者
が
行
う
試
験
研
究
等
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

五

指
示
の
有
効
期
間

平
成
二
十
七
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
（
三
年
間
）

平成２７年８月１８日　岡山県公報　第１１７１２号


